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明治期～昭和戦前期の鹿児島県における陶磁器生産(1)

- 『鹿児島県勧業年報』 『鹿児島県統計書』から-

渡　　辺　　芳　　郎

近世の窯業は,陶土や陶石などの原料や燃料などを入手するために,広範な

生産エリアと各種特権を必要とすることから,藩をはじめとする支配層のなん

らかの保護あるいは容認が不可欠であったという(仲野1994)｡それゆえ幕末

維新期の社会的混乱,とくに明治4年(1871)の廃藩置県による藩の保護の喪

失は,全国の陶磁器生産地に甚大な影響を与えた(中ノ堂　　など参照)｡鹿

児島もその例外ではなく,以後,近代化･資本主義化の荒波の中で,各窯場で

生き残りの戟いが始まる｡

これまで明治以降の鹿児島県下の陶磁器生産については,明治18年(1885)

の｢繭綿織物陶漆器共進会　陶器功労者履歴｣ (『薩陶製蒐録』収録　鹿児島県

立図書館蔵)において自己申告された陶工たちの｢履歴｣や,その翌年の『府

県陶器沿革陶工伝統誌』 (農務局工務局1886),また『日本近世窯業史』 (大日

本窯業協会編1914), 『薩摩焼総鑑』 (前田1934), 『薩摩焼の研究』 (田沢･小山

1941などに掲載されている同時代の聞き書き資料などが重要な手がかりとさ

れてきた｡そこでは各窯場の陶工たちの奮闘と努力,そして時代の流れの中で

の盛衰が語られている｡これら同時代における証言は,なにものにも代え難い

貴重な資料であるが,その一方で,人間もまた歴史的存在である以上,そこに

バイアスがかかっている可能性は否めない｡それゆえ明治以降の鹿児島県にお

ける陶磁器生産を考えるためには,それら聞き書き資料とは異なる側面からの

アプローチを試み,その証言を検証していく必要があろう｡

本稿で紹介しようとする資料- 『鹿児島県勧業年報』と『鹿児島県統計書』

というふたつの統計調査報告書は,その異なるアプローチのための基礎資料の
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ひとつである｡

『勧業年報』とは,明治10年(1877)に内務省農務局(のちの農商務省)が

出した｢農事通信仮規則｣に基づいて,各府県で調査した事項をまとめたもの

に端を発し,多くの府県で明治11年対象から刊行され始め,さらに明治16年の

｢農商務通信規則｣に至って本格化した統計調査報告である｡その調査範囲は,

｢勧業｣という言葉が示すように,農業･牧畜･山林･水産業･商業･工業と

幅広く,窯業についても｢陶器及磁器産額表｣ ｢陶磁器業統計表｣ ｢陶磁器価額

概算表｣といった形でまとめられ,各年度の陶器･磁器の生産額や,年度によっ

ては｢作業戸数｣ ｢職工人員｣ ｢製品数｣などが記録されている｡ただし明治36

午,各府県の『勧業年報』が最も集ま_つていたと思われる農商務省の所蔵図書

室が火災に遭い,現在その残存率はきわめて低いという(松田編1980,一楠大

学経済研究所日本統計文献センタ一編1982,以下｢一橋1982｣と略称)｡

鹿児島県における『勧業年報』の編纂は明治12年に始まり,同38年に後述す

る『鹿児島県統計書』の｢第2編　勧業｣に併合されるまで続いたと考えられ

ている｡しかし現在実見できるものは,明治13年分の｢第2回｣から明治25年

分の｢第11回｣までと,明治　　34年分(『鹿児島県勧業統計書』)の計15年分

である(一橋1982)｡

一方『府県統計書』は,明治17年(1884)の内務省通達により, ｢府県統計

書様式｣が制定され,各地で編纂が始まった統計調査書である｡しかしその通

達に先行して, 『県治一覧概表』あるいは『統計表』という形での統計調査書

が作成されている｡ 『府県統計書』の内容は,土地･戸数及人口･農業･牧畜･

山林･漁業･工業及製造･土功･商業･貨幣の融通･賃銭及物価･交通･貯蓄

及保険･慈恵及褒賞･衛生･寺社･教育及図書新聞･警察･監獄･府県及区町

村会･府県及区町村歳入出･国税･官吏及文書の大項目のもと,計284項目の

広さに渡る｡前述の通達は明治26年1893)に廃止されるが,府県が国の各省

の統計の当該府県分の統計をとりまとめて各省に報告することには変わりはな

く,その後も府県統計書として刊行され続けた(神立1996 ｡

鹿児島県の場合,現在確認できるもっとも古いものは明治12年に刊行された
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『鹿児島県治一覧概表』であり,また明治15年に同14年分の『鹿児島県統計表』

が刊行されている｡その前後する時期においても刊行が推定されているが,はっ

きりしないようである(一橋1982 ｡しかし明治21年分以降は継続して刊行さ

れており,大正6 ･ 7年(1917�"18)分をのぞいて,昭和14年(1939)分まで

続く｡一時,戦争激化のため刊行が中断し,戦後は『鹿児島県統計年鑑』とし

て再出発,現在に至っている｡

筆者がここで紹介するのは,明治12�"14年分と明治21年分から昭和14年分で

ある｡ただし大正6 ･ 7年分については探し得なかった(鹿児島大学図書館･

鹿児島県立図書館･鹿児島県庁･一橋大学経済研究所日本経済統計情報センター

未所蔵)｡この2年分は, 『明治以降都道府県統計書総合目録』 (国立国会図書

館編1956)および『明治6-昭和47年都道府県統計書集成　マイクロフィルム

版総目録』 (雄松堂フイルム出版1980)ではともに空欄になっており,また

『内閣文庫大正時代刊行図書分類目録』 (国立公文書館編1979)および『帝国図

書館和漢図書目録』 (帝国図書館編　　　においても｢欠｣となっている｡そ

れゆえこの2年分については刊行されていない可能性が高いと判断した｡

これら『勧業年報』や『府県統計書』は,経済史の分野ではすでに早くから

注目されている資料であり,日本の近代化の過程を復元する上で,さまざまな

形で利用されている(秋山1981,松田編1980,一橋1982,山口1963など)｡そ

れゆえ筆者が改めて取り上げることにさほどの意味がないと言えないこともな

いが,ひるがえって陶磁器研究からの立場からすれば,冒頭で述べたように,

聞き書き中心の研究に対する別のアプローチを提示するための基礎資料として,

陶磁器研究者に広く共有されてしかるべき資料であると考えている｡それが本

稿を草するにいたった主要な理由である(1)｡

本論は3部構成になっている｡第1部,つまり本稿では,明治期の『鹿児島

県勧業年報』と『鹿児島県統計書』の陶磁器に関係する部分を抜粋して紹介す

(1)ただし川内市平佐焼に関する『鹿児島県勧業年報』 『鹿児島県統計書』のデータは,

小島早智子によってすでに整理されている(川内市歴史資料館編2000 ｡



64 明治期～昭和戦前期の鹿児島県における陶磁器生産(1)

る｡ついで第2部では大正期～昭和戟前期の『鹿児島県統計書』を紹介し,第

3部で,それらに対する基礎的な統計的操作を試み,またいくつかのコメント

を付したいと考えている｡

具体的な資料の紹介に入る前にいくつか断っておきたい｡

まずここで紹介するのは,おもに陶磁器の｢生産｣に関わるデータである｡

『鹿児島県勧業年報』 『鹿児島県統計書』には,鹿児島県内の商業関係の統計も

収録されており,その中には陶磁器の卸問屋や小売業者の数を調査したものも

ある｡また各港湾における輸出入高をまとめた表もあり,そこには｢陶磁器｣

｢瀬戸物｣なども項目も見られ,鹿児島産陶磁がどの程度の県外に輸出され,

また逆に他県産の陶磁器がどれだけ鹿児島に流入していたかを知る上で貴重な

資料を提供している｡これら｢流通｣に関するデータも,明治以降の陶磁器の

様相を知る上で重要ではあるが,それらについても触れると,資料数が膨大に

なり,また煩雑になるので,別稿に譲ることとし,ここでは｢生産｣に関わる

資料に限りたい｡

ついで各年度ごとの表については,かなりの数の誤植と思われる部分が見ら

れる｡ ｢正誤表｣が添付されている年度もあるが,その正誤表で指示された個

所以外にも誤植が見られる｡前後の数値,あるいは翌年度の表と比較対照し,

あきらかに間違いと推定される個所については,訂正した数値や記述を記入し,

原本のデータを各表の下段に付した｡また不自然ではあるが,正確な数値や記

述が判明しないものについては,その旨,やはり各表の下段に付した｡あわせ

て参照していただきたい｡

なお表中の各項目の数字は,年次によって漢数字･算用数字の両方が用いら

れているが,見やすさを考慮して,原則として算用数字に改めた｡また年次や

所在地については, ｢仝〇年｣ ｢全市｣といった記載を,前後から判断される限

り,固有名詞(｢明治〇年｣十鹿児島市｣など)に置き換えている｡

2000年10月27日
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明治期～昭和戟前期の鹿児島県における陶磁器生産(1)
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92 明治期～昭和戦前期の鹿児島県における陶磁器生産(1)
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